
੦ ກ ڰ  ড়ृ੫ಉपेॊ利用の拡大

東京पૐরघॊযृ੫ಉऋથघॊৡؚ॑ତृஷ௪पেऊघऒधमؚ ٴ
　 ؞ऋ್इॊرऩୖੰৠのໃઠधऩॊटऐदमऩऎؚਢ૭ચऩভ
　 のਛपु൴खؚੑॉੴोऩःટऋୄदऌऽघ؛

ऋൕऑॊ৯ఏの多ऎपঢ়৴घॊपৌखथؚভのঢ়ੱऋৈऽॉणणۢڼڹۈ ٴ
　 ँॊੲિ॑౷ऽइ ؚ৸ऩतऎॉपऐथড়ृ੫ಉのষ॑യखथःऌऽघ؛

অ५のৃ॑घॊのྟৡشऩ१ر३ঙথؚ৳ുؚઇऩनؚشঞॡজग़ ٴ
 　॑ਬऌলघऒधदؚधড়のঢ়ॎॉ॑ಽीॊधधुपؚ॑েऊखञ
 　ୠの産ஷ௪पणऩऑथःऌऽघ؛ 

ㆤ 企業等による森林利用の促進
ㆥ 都民の森づくり参画の促進

ㆤ 多様な森林利用の促進

ੁ ��� ॑ۢڼڹۈ৯घੈ௮のतऎॉ

ੁ ��� ॑েऊखञ産ஷ௪

੦ກ � ੁの৬௺
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◆ ＳＤＧｓが掲げる目標の達成に向けて、様々な主体と連携し、森林の保全や持続可
 　能な利用を通じて、地域の環境、社会、経済に貢献していく必要があります。

ੁ ���　॑ۢڼڹۈ৯घੈ௮のतऎॉ

▶︎ 都民や企業等の森づくりへの参画を促進し、社会貢献活動などにおける森林の活用
 　を拡げていきます。

において、企業等の要望に応じて活動内容を柔軟に見直すことなど【資料 3-17】「企業の森」 ٴ
　 により、協力関係の継続を図るとともに、より多くの参画を促していきます。

ＳＤＧｓを目指す企業等の要望や提案を取り入れることで、森づくりにおける新たな協働の枠 ٴ
　 組について検討し、持続可能で多様な森林利用の拡大を図ります。

森林整備や木材利用による二酸化炭素の吸収量、固定量を都が認定する「とうきょう森づくり ٴ
　 貢献認証制度」【資料 3-19】により、企業等が行う社会貢献活動に協力します。

ㆤ ੫ಉपेॊ利用のയਤ

 ৬   ੌ

多摩地域の森づくりに参画することの大切さや、参画する方法について、様々な拠点やイベン ٴ
　 トなどを通じて都民に情報発信します。

熟練した技術者の下で都民が林業を体験し、健全な森づくりに貢献する「とうきょう林業サポー ٴ
　 ト隊」【資料 3-18】について、幅広い世代にＰＲし参画を募ります。

花粉発生源対策を求める都民の声は今後も高まると考えられることから、引き続き都民に対し ٴ
　 「花粉の少ない森づくり運動」【資料 3-16】への協力を仰ぐとともに、花粉発生源対策だけに
　 留まらない森づくりの意義について、普及啓発を行います。

ㆥ ড়のतऎॉのയਤ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ

森づくり推進プラン 61

基 

軸 　

 �

第 　

 

章
3



　

ভ ਾ 

多摩産材を使ったノベルティ

花
粉
の
少
な
い
森
づ
く
り
募
金
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　東京都と（公財）東京都農林水産振興財団は、多摩地域のスギ・ヒ
ノキ林を伐採し、少花粉スギ等に植え替える「花粉の少ない森づくり」
を進めています。

。多様な企業や団体等と連携し、都内で様々な PR 活動を行い、募金にご協力をいただいています ٴ

花粉の少ない森づくりを目的とした募金活動 ٴ
 　を行っています。

募金は、花粉の発生源となっているスギ・ヒ ٴ
 　ノキ林の伐採や、少花粉スギ等への植え替え
 　などに充てられます。

企業や団体の皆様に、少花粉スギ等の ٴ
 　植栽や保育等に係る費用を寄付してい
 　ただきます。→詳細【資料 3-17】

花粉の少ない森づくり募金に一定額以上を ٴ
 　寄付された全ての方が会員となります。

、活動報告書、会報誌、メールマガジンのほか ٴ
　 森づくりイベントを通じて、多摩の森林へ
 　の理解を深めていただきます。

　上記のほか、暮らしの中で多摩産材を使っ
ていただくことも、花粉の少ない森づくり
につながります。
　地球温暖化防止に貢献しながら、健全な
森を未来に引き継いでいくため、花粉の少
ない森づくり運動に対し、多くの方のご参
加をお待ちしています。

㌣ ৱમ 3��� 「୨のऩःतऎॉઈ」のਤ

୨のऩःतऎॉ൳স

୨のऩःतऎॉの 35

तऎॉ੍ରᇨ௫

੫  の 

੫のपउऐॊᄎણ

ानॉधऴोँअইख़५ॸॕংঝقૻદਁୱك 東京उुठूऽणॉ ७ছআॖشঋথॺ
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植栽後 3 年目の企業の森

　「花粉の少ない森づくり運動」にご賛同をいただいた
企業や団体の皆様から、森林整備への資金協力をいた
だくとともに、社員やご家族の方の森づくり体験など
に森林を活用していただきます。

　森林所有者、協賛企業・団体、（公財）東京都農林水
産振興財団の三者で協定を締結します。協定の期間は、
花粉の少ない森の整備において最も経費がかかる初期
の 10 年間が基本となります。

　協賛企業・団体の皆様から、「花粉の少ない森づ
くり募金」へのご協力と、植栽や保育等に係る費用
のご負担をいただきます。

森づくりを通じて環境問題に取り組む企業イメー ٴ
　 ジを PR できます。
。森林に名前を付け、現地に看板を設置できます ٴ
【資料 3-19】「とうきょう森づくり貢献認証制度」 ٴ
　 による森林整備のサポート認定が受けられます。

㌣ ৱમ 3��� ੫ののਏ

ਸ੫のওজॵॺ

୭  ઇ  の ৃ

ڸ ۈ ۇ ણ  ۈ ڹ ڼ ۢ

ॖওش४॔ॵউ

社会貢献の活動と ٴ
　 して報告書などに
　 記載ができます。

ＳＤＧｓの目標 ٴ
 　達成に貢献
 　できます。

。社員の研修や、社員のご家族の森づくり体験の場として、森林を利用していただけます ٴ

୨のऩःतऎॉ

「੫の」のலੌा

ᄎ৬ୡ ৣ࿘ॉ৬ୡ ॿॖॳকشफ़ॖॻॶ॔ش

ੈඑ੫の৩の
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　 ㌣ ৱમ 3��� धअऌॆअ१এشॺのણ

　「とうきょう林業サポート隊」は、ボ
ランティアとして、主伐事業の対象林で
植栽や下刈り等の施業に携わり、森づく
りをサポートする活動を行っています。
　活動は、林業の専門家の指導のもとで
行うため、初心者でも安心してご参加い
ただくことができ、令和２年度末までに
1,357 名の方が登録しています。

活動日・人数
毎週水曜日・土曜日 
各回定員 12 名程度

ણ  হ 

。講師から安全に作業するための説明を受けます ٴ
ཨのඞः্॑

ਭরآ　

୷खऋਘःのद

ऒऽीपীଓஔ॑آ

。サポート隊の車で現場に移動・到着後、作業に当たっての安全講習や準備体操を行います ٴ

。作業開始！活動内容は時期によって異なります ٴ

。作業終了！お疲れ様でした ٴ

作業開始！活動内容は時期によって異なります。
 ᄎ ৣ࿘ॉ ઊठ
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木製の椅子づくり体験

草木染めのスカーフ

下刈り体験

苔玉作り体験

㌣ ৱમ 3��� धअऌॆअतऎॉ൴ੳ২

　「とうきょう森づくり貢献認証制度」とは、森づくり活動や多摩産材の利用による二酸化炭素
の吸収量・固定量を数値化して、都が評価認証するものです。

　林業研究グループは、林業経営に係る学習・研究活動、市民への普及啓発活動等を行う団体です。
活動を通して、都民に森林の素晴らしさや林業の大切さなどを伝えています。

तऎॉણपेॊ൴ੳ

ੳ  औ ो ञ ੫  म

。0.1ha 以上の下刈、除伐、間伐による二酸化炭素吸収量を都が認定します ٴ

子どもたちが楽しめる木工、丸太切り体験や、森林整備 ٴ
 　が体験できるキャンプイベント等を行っています。

建築物等に多摩産材を利用した建築主と施工業者等に対して、建築物等に固定されている二 ٴ
 　酸化炭素量等を都が認証します。

。多摩産材製品の製造者と購入者に対して、製品に固定されている二酸化炭素量等を都が認証します ٴ

。東京都から貢献認証書が授与されます ٴ
。認証マークを広報媒体等に使用できます ٴ
都が関連するホームページ等により、企業 ٴ
 　の活動内容などが紹介されます。

多摩産材利用पेॊ൴ੳ 事例【資料 1-5】ڀ 

ଢ଼ॢঝشউのણ

॑েऊखञॖঋথॺ

のൃ木॑ઞढञुのतऎॉ 草木染め、苔玉作りなど、森林から得られる素材を活用 ٴ
 　した講座を開催しています。
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ୠの॑ણ用खञਉ木३ॖॱॣのে産

原木シイタケの栽培

◆ 多摩地域と島しょ地域の特色ある森林景観や有用広葉樹を、地域の資源として更に
 　有効活用し、産業振興につなげる必要があります。

ੁ ���　॑েऊखञ産ஷ௪

▶︎ 歩道や園地等の整備を促進し、森林空間の魅力向上を図ることで、観光をはじめと
 　する多様な森林利用につなげます。

▶︎ 森林から生み出される多様な林産物が、持続可能で豊かな地域づくりに一層貢献す
 　るよう、有用広葉樹林の整備を促進します。

森林空間のもたらす快適さは、観光業に貢献するだけではなく、健康づくりにも効果があるこ ٴ
 　とが知られており、福祉や医療分野における活用も期待できることから、眺望を確保するため
 　の森林整備や、園地や案内看板などの設置を計画的に支援します。

利用可能な資源が限られる島しょ地域において、有用広葉樹から得られる特用林産物は重要な ٴ
 　産業のひとつであることから、これらの造林、保育等を行う町村等への支援の拡充を検討しま
 　す【資料 3-20】。

。特用林産物であるシイタケの原木栽培について普及指導を行います ٴ

ㆤ 多ऩ利用のയਤ

 ৬   ੌ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ

原木シイタケの生産には、菌を植え付けるための原木（クヌギ、コナラ、ミズナラなど）が必 ٴ
 　要となります。都内の原木シイタケ生産者の多くは、他県で生産された原木を使用しています。

令和 2 年 9 月、青梅きのこ生産振興会、青梅市、地元の農林業機械メーカーが「里山等広 ٴ
 　葉樹林の整備と活用に関する協定」を締結し、地元の森林を活用することで原木を確保する
 　とともに、森林の整備を進める取組を始めました。

地元の農林業機械メーカーは、機械や人材の提供 ٴ
 　のほか、安全講習の開催などを担い、青梅市は森
 　林の所有者の情報提供などを行います。

３者の連携により、原木シイタケの生産振興とと ٴ
 　もに、森林の整備が進み、地域環境の保全につな
 　がっていくことが期待されます。
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